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研究成果の概要（和文）：それまで対象とされていなかった分野や事例を分析し、PGGの特徴と、「誰が（権威
者）」「どのように（オケの種類）」「どのような条件下で（多争点や多層ガバナンスによる制約と機会）」オ
ケを有効に機能させるかを分析し、PGG下で機能する幾つかのバリエーションと、それらが作動する条件、オケ
論の限界等を明らかにした。具体的には、「マクロ・オーケストレーション」と「協働型オーケストレーショ
ン」、「反省的オーケストレーション」のモデルを展開した。以上のような成果を、国内外の学会で発表（通算
13回）し、Abbott & Snidalを招聘したワークショップを神戸で開催したほか、一部は著書・論文として出版し
た。

研究成果の概要（英文）：Orchestration may be one promising way of increasing IGO effectiveness and 
legitimacy. We developed models of specific types of orchestration: macro orchestration, 
collaborative orchestration, and reflexive orchestration. On the one hand, macro orchestration, that
 is, system-wide soft coordination, could increase the efficiency and effectiveness of a congested 
system by strategically streamlining and prioritizing scattered programs. On the other hand, 
collaborative orchestration, including co-orchestration and multi-orchestration, could enhance the 
focality, capability, and legitimacy of orchestrators as well as intermediaries under diffused 
focality. Furthermore,  reflexive orchestration would trigger self-organization in the governance 
system, resulting in a structural change that could enhance the system-wide effectiveness.
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１．研究開始当初の背景 
2000 年代以降、関与主体の多様化（民間

主体や官民イニシアチブの参画）、問題領域
の複合化（環境と貿易等、異分野の複合）、
ガバナンスの多層化（国内、地域、国際レベ
ルの相互作用）に伴い、権威の所在が多元化
した多中心的グローバル・ガバナンス（以下、
PGG と表記）が、とりわけ環境・資源、開
発、人権に関連する分野で増えている。 

PGG にかかわる理論的研究は、主に四系
統に分類できる。一つは、グローバル・ガバ
ナンスにおける企業等の私的権威を論じた
プライベート・レジーム論である。二つ目は、
ヤングを中心としたグループにより展開さ
れてきたレジーム相互作用論である。三つ目
は、レジーム相互作用論を受けて、アヴァン
ト、フィネモア、セルらが提示した、多様な
権威者間の競合関係や協働関係に焦点を当
てた、いわば権威間相互作用論である。    
上記三つが、国際レジーム論の系譜である

のに対して、四つ目の系譜は、国際行政学に
親和性をもつオーケストレーション（調和的
編成）の議論である。国内・国際を問わず、
公的機関の権威に疑義が付せられる潮流の
中で、公的機関は効果的な目的遂行と正統性
の回復のために、従来のような垂直的な指揮
統制ではなく、「指針」や「原則」等のソフ
トローを多用した水平的なガバナンス手法
によって、マルチステークホルダー・ネット
ワーク内の多様な利害の調整を促進するよ
うになっている。アボットとスナイダルは、
このようなガバナンス・スタイルを国際的な
規制における「オーケストレーション」（以
下、オケと表記）として提示し、欧米の国際
関係論学界で注目を集めている。しかし、研
究は緒についたばかりであり、国内はおろか
国際的にも十分な研究の蓄積が無く、雑駁な
モデルと分野的に偏った事例研究しか行わ
れていない状況だった。 

 
２．研究の目的 
オケ論は、PGG における多様な権威者間

の利害対立がどのように調整され、各主体の
強みが全体としてどのように引き出される
のかという問いに的確に答えることを可能
にする。しかし、具体的な手法のレパートリ
ー、バリエーション、有効性、適用範囲条件
等について十分に理論化されていないため、
PGG の実証分析ツールとして不十分である。
当該オケ論プロジェクトの狙いは、このよう
な不足を理論的・実証的に補い、効果的な
PGG の条件を解明することにあった。 
 
３．研究の方法 
（１）環境・資源、人権、CSR、腐敗防止、
貿易の分野で、どのような規制が行われてき
たか、主たる権威者と、法制度（ソフトロー
を含む）、ガバナンス手法に焦点を当てなが
らサーベイし、その変遷を分析する。 
（２）欧州委員会、欧州議会、国連グローバ

ル・コンパクト（UNGC）、国連人権理事会
（UNHRC）、国連薬物犯罪事務所（UNODC）、経
済協力開発機構（OECD）等の国際機関と、関
連の非国家主体（市民社会組織、企業、経営
者団体、労働組織等）に聞き取り調査を行い、
組織間の役割分担、競合点、ガバナンス手法
の実態を明らかにする。 
（３）オーケストレーションの具体的手法と
有効性条件を体系化する。 
 
４．研究成果 
それまで対象とされていなかった分野や

事例を分析し、PGG の特徴と、「誰が（権威者）」
「どのように（オケの種類）」「どのような条
件下で（多争点や多層ガバナンスによる制約
と機会）」オケを有効に機能させるかを分析
し、PGG 下で機能する幾つかのバリエーショ
ンと、それらが作動する条件、オケ論の限界
等を明らかにした。 
具体的には、「マクロ・オーケストレーシ

ョン」と「協働型オーケストレーション」、
「反省的オーケストレーション」のモデル
を展開した。一方で、マクロ・オーケスト
レーションにより、多規模の法制度及び援
助事業両面での調和・協調および知識の共
有を促すことで、ガバナンス・システムの
効率性・有効性を向上させる。他方で、協
働型オーケストレーションにより、中心性
を分け合うオーケストレーターのリソース
を統合し、セクター間、レベル間、分野間
の効率的な分業を促進することで、非国家
主体も含んだ多様なガバナンス主体の能力、
中心性、正統性を強化することが期待され
るのである。このような協働型は、相対的
な中心性の低さと、オーケストレーター間
の補完性に基づいた協力という条件下で選
考されると想定される。さらに、反省的オ
ーケストレーションによって、ガバナン
ス・システムの自己組織化が促進され、中
心的権力による制御によらずに、システム
全体の構造的変容を起こすことが可能にな
るのである。 
他方で、オケ論の様々な限界も明らかに

なった。第一に、オケの手法は PGG の問
題を解決するための手法の一つに過ぎず、
規制対象との直接的協働や階統的な統制等
の他のガバナンス手法との組み合わせや使
い分けを考えなければならないことが明ら
かになった。第二に、オケによって権威者
の能力や影響力が向上する結果、権威者間
の関係性が変化し、オケの有効性にも変化
がでること、したがって、政策サイクル全
体を通じた動態分析が必要であることが分
かった。第三に、オケの多用は国際場裏だ
けでなく国内および地域においても見られ
る現象であり、それが多層間関係により良
い整合性・相乗性をもたらしうるのかが検
討課題となるにもかかわらず、この点は十
分に踏み込むことができなかった。第四に、
グローバル・ガバナンスにおける民間機関



のプレゼンスは年々高まっているにも関わ
らず、NGO や企業などの民間機関による
オケの有効性や公的機関のオケとの差異等
について十分に検討することができなかっ
た。第五に、PGG に対するオケの効果を分
析することには重点が置かれなかった。こ
れらの課題については、今後の共同研究の
中で取り組んでいくべきことが確認された。 
以上のような成果を、国内外の学会で発表

（通算 13 回）し、アボットとスナイダルを
招聘したワークショップを神戸で開催した
ほか、一部は著書・論文として出版した。ま
た、科研メンバー以外の国内研究者を招いて
のオケ論研究会を定期的に開催することで、
オケ論自体を研究するとともに、発展的な研
究の可能性をも模索した。 
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